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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年３月期第１四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第１四半期 61,821 △1.1 2,397 △23.2 2,876 △16.7 1,681 △26.4 

26年３月期第１四半期 62,488 3.1 3,122 16.4 3,454 9.9 2,284 94.3 
 
（注）包括利益 27年３月期第１四半期 2,808 百万円 （△32.2％）   26年３月期第１四半期 4,142 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第１四半期 7.09 6.11 

26年３月期第１四半期 9.57 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期第１四半期 382,433 193,954 50.2 814.01 

26年３月期 375,051 193,394 51.0 805.68 
 
（参考）自己資本 27年３月期第１四半期 192,004 百万円   26年３月期 191,459 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
26年３月期 － 5.00 － 5.00 10.00 
27年３月期 －         
27年３月期（予想）   5.00 － 5.00 10.00 

 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 124,000 △0.2 4,300 △23.2 4,500 △24.3 3,200 △15.0 13.58 

通期 254,000 △0.6 10,400 △16.1 10,800 △19.7 7,200 △4.5 30.55 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期１Ｑ 278,851,815 株 26年３月期 278,851,815 株 

②  期末自己株式数 27年３月期１Ｑ 42,977,160 株 26年３月期 41,214,681 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期１Ｑ 237,061,859 株 26年３月期１Ｑ 238,648,656 株 

 

 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げの影響により、小売業を中心とした非製造

業を始め、幅広い業種で業況は悪化いたしましたが、企業収益の改善や設備投資の増加もあり、次第に明るさを取

り戻してまいりました。

貨物自動車運送業界におきましては、景気の落ち込みを背景に消費関連荷物を中心に取扱物量が減少したなか

で、人手不足の問題が深刻さを増し、燃料価格の高騰に加えて新たに高速道路料金の値上げによるコスト増など引

き続き厳しい経営環境下にありました。

このような状況のもと当社グループでは、顧客構造の改善やチャーター事業への取り組み強化を図るとともに、

事業拠点の拡充・整備など積極的な事業展開を図ってまいりました。

以上の結果、売上高は618億21百万円（前年同四半期比1.1％減）、営業利益は23億97百万円（前年同四半期比

23.2％減）となり、経常利益は28億76百万円（前年同四半期比16.7％減）、四半期純利益は16億81百万円（前年同

四半期比26.4％減）となりました。

これらをセグメント別に見た営業の概況は次のとおりであります。

運送事業におきましては、消費税率引き上げに伴う駆け込み需用の反動のなか、商業小口荷物の輸送品質向上を

図り、既存顧客の取引条件の見直しに努めてまいりましたが、売上高は541億39百万円（前年同四半期比1.9％

減）、営業利益は20億６百万円（前年同四半期比22.2％減）となりました。

流通加工事業におきましては、流通センターの新設効果もあり、売上高は28億46百万円（前年同四半期比6.0％

増）となりましたが、加工作業にかかる人件費等のコスト増により営業利益は24百万円（前年同四半期比83.9％

減）となりました。

国際事業におきましては、国内ネットワークとの連携により、東南アジア・中国からの複合一貫輸送の拡大に努

めてまいりましたが、通関事業の不振を拭えず、売上高は14億85百万円（前年同四半期比2.7％減）、営業利益は

１億５百万円（前年同四半期比25.5％減）となりました。

その他事業におきましては、賃貸施設の稼働率の向上に加えて商品販売事業も底堅く推移し、売上高は33億50百

万円（前年同四半期比8.3％増）、営業利益は10億45百万円（前年同四半期比0.7％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて73億81百万円増加し3,824億33百万

円となりました。これは主に、現金及び預金の増加などにより流動資産が40億12百万円増加したことや投資有価証

券の増加などにより固定資産が33億69百万円増加したことによります。

 

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べて68億21百万円増加し1,884億78百

万円となりました。これは主に長期借入金（１年内返済予定を含む）が59億98百万円増加したことによります。

 

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて５億59百万円増加し1,939億54百万

円となりました。これは主に自己株式が増加したことにより株主資本が５億65百万円減少した反面、その他有価証

券評価差額金の増加によりその他の包括利益累計額が11億11百万円増加したことによります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきまして、平成26年５月９日の「平成26年３月期  決算短信」で公表いたしました第２四半期

連結累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67条本文に掲げられた

定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決

定方法を、従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込

期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率に変更しております。 

 これに伴う当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金及び当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益

及び税金等調整前四半期純利益への影響はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 19,379 24,683 

受取手形及び売掛金 33,769 31,441 

繰延税金資産 1,497 1,945 

その他 3,101 3,646 

貸倒引当金 △280 △237 

流動資産合計 57,467 61,479 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 202,630 205,035 

減価償却累計額 △132,376 △133,514 

建物及び構築物（純額） 70,254 71,521 

機械装置及び運搬具 60,016 60,713 

減価償却累計額 △49,742 △50,458 

機械装置及び運搬具（純額） 10,273 10,255 

工具、器具及び備品 13,042 13,055 

減価償却累計額 △11,001 △11,064 

工具、器具及び備品（純額） 2,041 1,990 

土地 187,334 187,254 

建設仮勘定 3,168 2,974 

有形固定資産合計 273,071 273,996 

無形固定資産 4,223 4,947 

投資その他の資産    

投資有価証券 33,042 34,705 

繰延税金資産 1,873 1,881 

その他 5,460 5,505 

貸倒引当金 △87 △82 

投資その他の資産合計 40,288 42,009 

固定資産合計 317,583 320,953 

資産合計 375,051 382,433 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 17,475 16,482 

短期借入金 11,400 11,400 

1年内返済予定の長期借入金 12,479 17,578 

リース債務 999 627 

未払法人税等 3,409 1,685 

賞与引当金 2,996 4,546 

その他 13,764 15,577 

流動負債合計 62,524 67,897 

固定負債    

転換社債型新株予約権付社債 20,000 20,000 

長期借入金 40,759 41,659 

リース債務 19 16 

再評価に係る繰延税金負債 27,563 27,563 

再開発費用引当金 2,089 2,089 

債務保証損失引当金 13 13 

退職給付に係る負債 20,065 20,231 

負ののれん 24 12 

その他 8,595 8,994 

固定負債合計 119,132 120,580 

負債合計 181,656 188,478 

純資産の部    

株主資本    

資本金 30,310 30,310 

資本剰余金 37,102 37,102 

利益剰余金 103,700 104,194 

自己株式 △17,906 △18,966 

株主資本合計 153,206 152,640 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 9,438 10,479 

土地再評価差額金 30,617 30,617 

為替換算調整勘定 52 44 

退職給付に係る調整累計額 △1,856 △1,777 

その他の包括利益累計額合計 38,252 39,363 

少数株主持分 1,935 1,950 

純資産合計 193,394 193,954 

負債純資産合計 375,051 382,433 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 62,488 61,821 

売上原価 57,823 57,916 

売上総利益 4,665 3,905 

販売費及び一般管理費 1,543 1,507 

営業利益 3,122 2,397 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 348 464 

負ののれん償却額 12 12 

その他 106 147 

営業外収益合計 467 624 

営業外費用    

支払利息 104 96 

金利スワップ評価損 － 12 

その他 30 37 

営業外費用合計 135 146 

経常利益 3,454 2,876 

特別利益    

固定資産売却益 59 1 

投資有価証券売却益 242 － 

受取和解金 205 － 

特別利益合計 508 1 

特別損失    

固定資産除却損 17 7 

減損損失 177 96 

投資有価証券評価損 0 1 

特別損失合計 196 104 

税金等調整前四半期純利益 3,766 2,772 

法人税、住民税及び事業税 2,144 1,680 

法人税等調整額 △739 △601 

法人税等合計 1,405 1,078 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,360 1,693 

少数株主利益 76 11 

四半期純利益 2,284 1,681 

少数株主利益 76 11 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,360 1,693 
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    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,764 1,044 

為替換算調整勘定 16 △8 

退職給付に係る調整額 － 79 

その他の包括利益合計 1,781 1,114 

四半期包括利益 4,142 2,808 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 4,064 2,793 

少数株主に係る四半期包括利益 78 14 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  運送事業 

流通加工 
事業 

国際事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 55,183 2,684 1,526 59,395 3,093 62,488 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － 2,184 2,184 

計 55,183 2,684 1,526 59,395 5,277 64,672 

セグメント利益 2,580 152 142 2,874 1,038 3,913 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産の賃貸事業、物品販売事業及び

      労働者派遣事業（委託業務）等を含んでおります。
 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及

び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 2,874

「その他」の区分の利益 1,038

全社費用（注） △791

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 3,122

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない広告宣伝費及び各連結会社本社の管理部門に係る費用でありま

す。

 

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 （固定資産に係る重要な減損損失）

  「運送事業」セグメントにおいて営業活動から生じる損益の継続的なマイナス、又は地価の著しい下落

が認められる資産グループについては、資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、また除却予定となっ

た資産については、当該資産の使用価値を零としてそれぞれ当該減少額を減損損失として特別損失に計上

しております。

  なお、当該特別損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては、「運送事業」が110百万円で

あります。また、報告セグメント以外の減損損失の計上額は67百万円であります。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年６月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  運送事業 

流通加工 
事業 

国際事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 54,139 2,846 1,485 58,471 3,350 61,821 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － 2,128 2,128 

計 54,139 2,846 1,485 58,471 5,479 63,950 

セグメント利益 2,006 24 105 2,136 1,045 3,182 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産の賃貸事業、物品販売事業及び

      労働者派遣事業（委託業務）等を含んでおります。
 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及

び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 2,136

「その他」の区分の利益 1,045

全社費用（注） △784

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 2,397

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない広告宣伝費及び各連結会社本社の管理部門に係る費用でありま

す。

 

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 （固定資産に係る重要な減損損失）

  「運送事業」セグメントにおいて営業活動から生じる損益が継続してマイナスである資産グループにつ

いては、資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上してお

ります。

  なお、当該特別損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては、「運送事業」が15百万円であ

ります。また、報告セグメント以外の減損損失の計上額は81百万円であります。

 

- 9 -

福山通運㈱ (9075) 平成27年３月期第１四半期決算短信


